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                                    №203  2026年３月 

３月・４月の企画の予定（午前開催）       ＊予定は変更することがあります                   

３月 １6（月） 

11:００～ 

11:３０ 

絵本の読み聞かせ 

ボランティアグループ 

「お話絵本箱」さん 

４月 

 

20（月） 

11:００～ 

11:３０ 

絵本の読み聞かせ 

ボランティアグループ 

「お話絵本箱」さん 

＊身長・体重はいつでも測定できます     ＊お誕生会は随時行います                                                                            

3 月 5 日（木）園行事のため午前は11 時まで、午後はお休みです。  

 

                                                

 

 

 

 

 

                      

 

                                      今月の製作 

                                      ～あおむし～ 

 

 

 

 

 

 

 

                                   〇をつなげて模様を描きます   

        

 

～育児相談、お問い合わせは下記へ～ 

開所時間 月～金（祝日を除く）９：００～１１：３０・１３：００～１５：３０ 

連絡先 富田第二保育園子育て支援センター とみにー 

                ＴＥＬ４３１－１５４６まで 

     

今月のわらべうた  

♪ずっくぼんじょ 

       ずっくぼんじょ 

♪ずっきんかぶって 

       でてこらさい 

  にょきにょきにょき 

 （両手を合わせ上につきだす） 

🎎今月のうた「ひなまつり」 

あかりをつけましょ ぼんぼりに 

おはなをあげましょ もものはな 

ごにんばやしの ふえたいこ 

きょうはたのしい ひなまつり 

今年度もお別れの季節になりました。 

とみにーでは、4 月入園のお子さんに、手形と写真を載せた

お別れカードをプレゼントします。日々の家事をこなしながら

の子育ては、本当に疲れます。出産から入園まで頑張ってきた

ママさん、お疲れ様でした。職場復帰で時間的には大変になり

ますが、お昼ご飯はゆっくり食べられますね。ママとお子さん

の旅立ちを応援しています。 

引き続き遊びに来て下さる皆さん、新しいお友達、お待ちし

ております！ 

来年度もよろしくお願いします。 

 



絵本の紹介 

離乳食はのんびり楽しく進めましょう！ 

イ 

「イヤイヤ期専門保育士が答える子どものイヤイヤどうする？１００のヒント」実務教育出版より 

 

 

「どのはないちばんすきなはな」 

     文 こがようこ 

      絵 わきさかかつじ 

＊最寄りのバス停「戸田荘」終点   至新家 

       バス終点より徒歩 5 分  
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手間をかけて作ったものは、何とか食べてもらいたいと思うもの。たくさん食べてくれれば嬉しい

し食べてくれないと落ち込むこともあるでしょう。「うちの子食べないんです。」と訴える場合のほと

んどが、体重は少なめでも発育には問題のない赤ちゃんです。また母乳の回数や量にも左右されます。 

大人でも食欲に個人差はあります。季節や気分によって食べる量が変わったり、お腹がいっぱいの

時は、好きなものでも食べられません。赤ちゃんも同じです。食べることを無理強いすると、離乳食

が嫌いになるだけでなく、ストレスにもなります。赤ちゃんの個性や食べたい意欲にまかせて見守り

ましょう。あくまで離乳食は、食べる練習です。食事の時間は、楽しいもの!!にしたいですね。 

 

イヤイヤ期どうする？ 事あるごとに「なんで？なんで？」攻撃 

子どもが「なんで？」と質問する理由には、質問しながら言葉を学んでいる、外の世界への興

味が広がってきている、好奇心が芽生えてきている、などがあります。つまり、脳が活発に発達

しているということです。「なんで？」と聞かれてわかることは、子どもの知っている言葉で説

明します。わからない場合は、「どうしてだろうね～？」と質問を返してみましょう。それだけ

でも、「ママ（パパ）が返事してくれた！」と満足します。「ママ（パパ）もわからないから一緒

に調べようか！」と図鑑などを開いてみることで、お子さんの好奇心がさらに高まります。 

ぱーっと開いた赤い花、ピュー

んと伸びてる白い花。ダイナミ

ックに咲く花。可憐な小花・・・。 

生命力あふれる花々に添えら

れた、みずみずしい文章も魅

力。春が待ちどうしくなる絵本

です。 

子育ては本当に大変ですね！ 

お家にこもってないで、とみに～に来ておしゃべりしたり、

笑ったり、悩みを聞いてもらったりして気分転換しませんか？ 

大人も子どももみんなで楽しく元気にあそびましょう！ 

    スタッフ一同お待ちしております。 


